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（b）上層または下層のいづれかが埴質土壌で

あって，塩素，硫黄のいづれも多い地区。

rO）泥炭，黒泥が表層部に存在する地区。（

趣く′ト面培分布する）

5．む　　す　　び

干拓地の土地分薪基準についてはまだ実情に即した方

法が確立されていないが，われわれは八郎潟東部干拓

地．北部干拓地の土地分頬を実施するにさいし．これま

でにえられた肥料試験，塩水潅漑試験，現地調査結果な

どを綜合し，土性・塩素含量・硫黄含量よりなる土地分

顆基準を設定した。本土地分演の目的は，あくまでも土

地配分計画，地区増加生産最推定などのためであって，

本質的な土盛分析ではないが，実用性のあるものと考え

る。

干拓地における障害に関する研究

第5報　酸性害について

福　田　兼四郎・尾　川　文　朗

（秋田県鳥試）

1．ま　え　が　き

第3報において酸性害について一応の基準を作った

が，本年は酸性雪について再検討をするに当り，1964年

に南部第2工区実験農場で行なった石灰施用量試験の鉢

試験の26地点各3穐（無石灰，3Yl相当量石灰，6

Yl相当量石灰）の石灰用量と植生との試験計78点の試

験結果について植生とpH，Ylあるいは水溶性S03

について相関を求めると，pHあるいはS03よりもYl

について植生との関係がみられた。すなわちY120を限

界としてこれより高い土壌では水稲の生育は著しい障害

をうけ，またこれ以下であれはかなりの生育を示すこと

が知られたのでこの点について検討を行なった。

2．試験方法ならびに結果

1．置換酸度要因の分別

Yl値に関与する陽イオソの毯塀を見るために行なっ

たものである。

tlI　供託土壌の毯煩

【2）分析方法

常法により塩化カリ抽出を行ない苛性ソーダ滴定によ

り乾土100g当りのm．e．換算した値を全酸量とし，Al

第1表　供　託　土　壌　の　種　摂

土 性

砂 土
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拓

地

2　　　J　　　　4

加ubationperiod（week）

5　　　　6

第1圏　土壌の経時的変化

はYuan（1959）の方法に準じてNaFを用いてAlを不

溶性にして酸鼻を測定し全酸量との差をAl十十＋として

算出した。

13）結　　果

第2表のように供試土壌はいずれも全酸量中Al＋＋＋

がほとんどを占めていることがわかる。この場合Fe＋十

は測定しなかったがFe十十の占める割合は小さいと思

われる。

2．Yl分別分画の経時的変化

土壌をincubationして酸が発生して行く過程でYlと

その他酸性に関与する物質について見るために蓋の密閉

できる直径6．Oe花，高さ3．5e舵の合成樹脂の容器に容水量

の50％水分にした土を充頃し250Cにincubateして1

週間ごとに各3コを分析に供した。

仙　供試土壌

供試土壌は1圃区7睦区土壌で1965年3月に採土し冷

暗所に保存したもので供託時pH4．90（水浸出），4．39

（KCl浸出）であった。

t21分析法

pH…ガラス電極（東亜電波製HM－5A）

Al…NaFによる算出

Fe…フェナソスロリソ試薬による比色分析

水溶性SO3…ペソチヂソ法

令博は10岬革土当りの叫e・であらわした9

第2図　採　土　地　点

は）結　　果

結果は第1回に示したがpHは4週間後3．5にさがっ

た。しかしその後むしろ若干よりぎみであるのにSO3

酸量は増大を示し全酸量中Alがいずれの時期でも大部

分を占めていることがわかり，水溶性S03は当然とも

云えるがたえず全酸量よりも多量に発生している0　また

二価鉄量が非常に少なく，Alとの含量でほぼ酸鼻に近

いかあるいは若干多くなっている。

3．ヘドロ土壌の酸性化および置換酸度要因の分

別分判の変化

1，2の試験で砂質土壌では置換酸度要因の大部分は

Alであることが判明したが中央干拓地の粘土質土壌で

はどのような変化をするかを知るために行なった○

試験は土壌を風乾し砕土後容水量を測定し，その50％

水分になるように水を加え直径6用，重さ3・5e郡の合成

樹脂容器に土壌を充項し250Cの暗恒温器忙入れ・1カ

月，2カ月，3カ月後に調査した0

11）供試土壌

中央干拓地内24地点と南部第2工区1点の計25点につ

いて行なったが，本報には第2回に示すように．その内

13地点についての鱒果を掲げた9
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第3　表　　ヘドロ土壌の酸性化および

＿は1－　分析方法

浸出液…常法によって1NKCl浸出

pH…‥仙ガラス電極

易酸化性S……H202分解，ペソチヂソ法

水溶性S…・・・ペソチヂソ法

Al・‥＝………・スチルバゾによる比色分析

Fe＋十・・・フェナソスロリソによる比色分析

CaMg‥・ドータイト試薬によるキレート滴定

は　結　　果

以上の結果は第3表忙示す。土壌匿よる酸性化はサソ

プルによって異なるが，いずれも置換酸度に関与してい

るのはAlが大部分で，Feは少ない。また水溶性のS

Oaは易酸化性Sの50％～100％となっているが，いず

れの場合も置換酸度よりも多い結果となっている。この

ように中央干拓地内の粘土質土壌でも，置換酸度に関与

しているものは，Alがほとんどであると云える。また

土性と酸の発生との関係については今後検討したい。

4．干拓地酸性の水稲におよぼす影響

本干拓地の土壌は畑地状態では土性干拓の進行程度に

かかわらず置換酸度あるいは．水溶性の酸量の大部分が

Alの溶出量と対応していることが考えられるので．こ

れが石灰の中和によりいかに変化するものであるかを知

り，あわせて水稲の被害の原因と，その発芽限界を確認

するために次のような方法で試験を行なった。

tll　供託条件

実験農場放棄区土壌（Ⅰ圃区7睦区40年3月採土）を

用い。これに石灰量を変えて酸性を矯正し，水稲を播種

してその生育量と土壌成分との関係を見た。

㈹　石灰施用量目乾土100g当り0，2．4，6．

8，10，12，14，16．18．20．22．24．26m．e．

（功　水稀品種…さわにしき

蛤　供試規模…直径6ビ償．高さ3．5e流の合成樹脂容

器を用い。7粒播　2連

桐　栽培日数・‥200C14臥　栽培日数を長くすれば

土壌の変化量がはげしいので，発芽限界が摘み敷

くなることから調査は14日後に行ない．板長は水

洗後切断してないことを確認して，その主板長を

測定した。

t2I　分析方法

分析法は，これまでの方法によったがAlはアルミノ

ソ試薬による比色を行ない，また水桶板を相見氏t1964）

の方法に準じてアルミノンによる染色を行なった。

は　結　　果

結果は第4表に示す。生育量は第3報にも報じたよう

に酸性雪は特に根の伸長阻害が大きく，板長を中心に見

れば石灰量8m．e．区までは根長が0～6．6間と擾囁な抑

制を受けている。次いで10～14m．e．区では根長が15～23

償鳳とやや伸長をみせているが16～26m．e．区の30Ⅷ以上

にはおよはない。これをYl値でみれば　8m．e．区以下

では播毯前から20以上になっている。10～14m．e．区では

播種前は10以下であるが，終了時は20を上回わっている

か20近辺である。また16m．e．区以上ではほぼ順調な生育

を示している。このように本試験においても他の陽イオ

ソおよび陰イオソよりも（Clについては本土壌について

は，その量が少ないので考えなくても良いと思われるJ

Yl値は生育とよく一致し，Y120は水稲発芽障害の最

低限界であると考えてよいと思われ．しかもこのYl値

は当量換算すれば，Al量とほぼ一致することから．本

干拓地の乾田直播の発芽障害は主として活性のAlによ

るものであると考えられる。これを確認するために被害

板をアルミノソによって染色したが，被害根が発色し冠

根および成長点につよい発色が見られた。
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置換酸度要因の分別分画の変化（％）

当

第－4　表　一一施用石灰鼓と水稲の．生育．川

草　　丈（視認）

艇　　長（W）

播種前
終了時

播瞳前
終了時

酸　量
播種前
終了後

播種前
終了時

播種前
終了時

3．考　　　　　察

酸性土壌について，券土質土壌についてはAlが直接

置換浸出するのではなく，実際は先ず浸出液の陽イオソ

1：コロイドミセルの置換性Hイオソとが塩基置換の形で

置換されてHイオンが遊離してAlイオソを溶出すると

されているが，本干拓地でも同様に畑地状態ではAlが

溶出されてYl値とほぼ一致するものと考えられる。ま

た干拓地の酸性害については′ト林（1951）が詳細な研究

をされ，

2FeS～＋2H～0＋702＝2FeSO4＋2HzSO4

FeSO4十5H20十0＝2Fe（OH）3＋2H2S04

となり，生成されるFeSO4あるいはH2S04が干拓

地障害を生ぜしめる原因とし，それぞれFeS04によ

る障害，Yt S04による障害の病後について記成され，さ

らに芽土質土壌においては．Alの溶出されることにも

論及し，その病後を記している。しかし本干拓地区内で

発生する症状は酸害においてはFeS04による菓部の

灰黒褐色になる症状については乾田直播，あるいは湛水

直播等直播栽培の初期の病状としてはほとんど見られず

，板伸長の抑制が主で，地上部は黄白色化して枯死する

ものが多く，FeS04の事と見られるものは後期になっ
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て見られる。また入沢（1953）も波根湖において水稲障

害について葉が黒褐色となって枯死することを報じてい

るが，本干拓地の症状とはその発生頻度において異なる

ように思われる。このことは従来の成紋は移植栽培によ

った結果であると思われ，本干拓地のように直播特に鹿

田直播とは被害の出る時点での圃場の状態が，前者が湛

水であり，後者が乾田であることによる違いと思われ，こ

のことは，本干拓地でも湛水直播では酸性障害の被害と

思われるものが少いことからも考えられる。このような

ことから本干拓地の竜田直播ではAl量が問題となり，

結局Yl値が酸性障害の発生と載い関係が生じたものと

思われる。またここに興味のある点は第3表の対照区に

とった実験農場の土はpHが3台に低下しているにもか

かわらず，易酸化性Sあるいは水溶性Sが少ないことで

ある。このことは実験農場のように干陸後3年も経過し

た土壌ではSがかなり流亡していることを示しており，

逆に考えれば干拓直後ではS含量がかなり多いこと．お

よび第4表に見られるように．（石膏の溶解度が割に高

いことからと考えられるが）施用石灰にかかわらず水溶

性のS03が減じないことから．干拓直後の土壌ではS

O3（或は過剰塩較）の害があると考えられることであ

る。これら過剰塩塀あるいはFeS04の薯については今

後追求して行きたいと考えるが．本報告ではとりあえず

乾田直播の発芽障害の土壌的原因は活性アルミであるこ

とを報告した。

強湿田（ヒ泥田）に対する客土効果の持続性に

関する研究

西　牧　政　巳・菅　野　義　忠

（福島県農試）

1．ま　え　が　き

福島県の猪苗代湖周辺には，泥炭地土壌に属する水田

が約1，200J∽あるが，その内の約10％内外は湖水面との

落差が少なく，排水困難な強湿田となっている。

この種の1部の水田では，以前土地改良事業などで粘

土の客土工事が行なわれたが．年が経るにしたがって．

その効果が低下する傾向がみとめられた。

したがって，これらの水田での客土効果の持続性と再

客土の必要性を検討する目的で昭和38年より3カ年間，

現地試験を実施したので，その結果について報告する。

2．試　験　方　法

1．試験場所と圃場の性質

tlI　郡山市湖南町（猪苗代湖岸）湖岸沼沖着の凹部の

強湿地帯にある水田で．その土壌断面形態は，金屑泥炭

塾に属する。すなわち表層（0～15e彷）は可成り分解の

進んだ泥炭層でと泥化している。2層（15～60e盈）は表

層よりはやや分解のおくれた泥炭層となり，3周（60e統

～）は分解の進まない草炭層となる。層界は余り明瞭で

ない。

t21開田後年を経るにしたがって泥炭の分解が進み，

非常なぬかるみとなる。

は）本水田は作業困難であるはかりでなく，水稲の活

着不良，胡麻菓枯病多発，首～枝梗イモチ病も発生し易

く，「しがれ」も普通田より7～10日早く低収（30物ノα）

である。

（4）原土容敏の大部分は水分（重量で85～88％）で乾

土星は埴質田の約鳩である。

t51化学的性質は埴質田と比較し，腐植，全窒素，隣

軌塩基置換容量．乾土効果などは可成り多いが，有効

珪酸，7ソガンなどは少ない。

2．試験区の構成

第2表に示したとおり，客土量はα当り1㌦，2〟，

4〝㌔，1㌔毎年（計3詳）の4段階を設け．施肥量は窒

素23％増施した。比較するため無客土区は2区設け，慣

行区と窒素23％増施区とした。使用粘土は石英安山岩風

化土で，その化学的性質は第3表のとおりである。

3．試　験　結　果

1．客人粘土の沈下状況

1作目から3作目まで各作刈取後に粘土の沈下状況に


